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グーグル問題と国会図書館における書籍のデジタル・アーカイブ構想 
図書館運営委員 三浦 正広（国士舘大学法学部） 
 
絶版となった書籍や入手することが困難な書籍だけでなく、図書館に所蔵
されているあらゆる書籍がデジタル化され、インターネットで読むことができれ
ば、利用者にとってはきわめて利便性が高く、ひいては文化の発展に大きく
貢献することになる。しかし、そこには著作権という大きな壁が立ちはだかっ
ている。 
アメリカ合衆国では、グーグル社が、書籍のデジタル化を推し進める過程
において、書籍の著作権をめぐって権利者団体との間で訴訟となり、その和
解案の効力が米国内だけでなく、著作権の相互保護を定めた条約を通して、
わが国やヨーロッパ諸国にも及ぶとする見解が示され、わが国の文壇は黒船
来航のごとく慌てふためいた。アメリカでも書籍のデジタル化について著作権
法上の問題があるものの、著作物の利用が「フェア・ユース（公正な利用）」に
あたると認められる場合には著作権が制限され、書籍のデジタル化のような
文化的な利用は自由に行なうことが可能となる。 
一方、わが国では日本文藝家協会や日本ペンクラブなどの団体が、グー
グルによる書籍のデジタル化が必ずしも権利者の利益を害するものではない
という認識のもとで一部にこれを容認する見解がみられたが、文化的侵略に
対する強い危機感を感じていた。これについて、とくにヨーロッパ諸国が官民
挙げて反対意見を表明し、また、遅まきながらわが国の文化庁も遠慮がちな
反対意見を表明するなど、和解案に対する逆風が強まるなか、グーグルが行
なおうとしている書籍のデジタル化の範囲は英語圏の図書に限定されるとす
る見解が現れるなど、ここにきて穏当な方向へと収束されつつあるといってよ
い。 
このグーグル問題には、著作権の問題が大きく関係している。わが国の著
作権法は、著作者の利益を保護し、利用者の利益とのバランスを取ることで
文化の発展に寄与することを目的としている。そして人の思想や感情の創作
的な表現は著作物として保護され、その著作者は人格的権利と独占的な経
済的権利を有することとなる。ただし、著作権には一定の保護期間が定めら
れており、わが国の著作権法では創作の時からその著作者の死後 50年まで
保護されることになっている（EU諸国や米国は 70年）。保護期間が切れた著
作物は公有（public domain）となり、誰もが自由に利用することができるので、
これをデジタル化することに著作権法上の問題はないが、絶版となった書籍
は必ずしも著作権が切れているわけではなく、著作者の許諾が必要となる。
これまでの著作権法は、絶版となっている書籍や蔵書の保存のために図書
館における複製を認めているにすぎなかった（著作権法 31条）。 
     グーグル問題に影響されたわけでもないのであろうが、わが国では国会図
  
2
 
vol.22 2009.12.21 国士舘大学附属図書館報「show-in」 
書館における書籍のデジタル・アーカイブ構想が実現へ向けて動き出したところである。国会図書館には納本制
度があり、発行されるすべての図書、雑誌、楽譜、地図、映画フィルム、レコード、その他のデジタル著作物の納本
が義務づけられている（国立国会図書館法 24条～25条の 2参照）。すでに保護期間が満了している明治・大正
時代の著作物についてはデジタル化がすすんでいる。そして新しく改正された著作権法は、絶版であるかどうか
に関係なく、国会図書館に納本されたすべての書籍をデジタル化し、インターネットで公開し、利用者の便宜を図
ろうとするものである（改正著作権法 31条、平成 22年 1月 1日施行）。制度の詳細な内容はこれから検討される
ことになっているが、利用者は有料で利用し、権利者には著作権使用料が支払われる。著作者個人の利益保護
と国民の文化遺産としての著作物の保護の利益バランスを保持することでさらなる文化の発展を目指す壮大な
構想である。 
 アメリカのようなグーグルという民間企業ではなく、国立国会図書館が行なうとする制度自体は優れているものと
いえるが、グーグル問題のように刺激を受けることでようやく動き出す、外圧がなければ動かない、これも日本文
化の一面といえよう。天然資源と同様に、文化資源も消費するだけでは枯渇してしまうが、著作物を生み出す原
動力となるアイデアは、人間が存在する限り枯渇することはない。著作物の産業的利用だけに目を向けるのでは
なく、文化の芽を育むような制度の構築が望まれるところである。 
 
（みうら・まさひろ＝現代ビジネス法学科） 
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本学では、恒例となりました選書ツアー
も今回で５回目を迎えることとなり、前回
に引き続き紀伊国屋書店新宿本店で
2009年 11月 13日に実施されました。 
学生さん一人ひとりが、多くの方に読ん
でいただきたいと願いながら一生懸命選
んでくれました。 
 
ぜひ、皆さんのご利用をお待ちしていま
す！ 
“選書ツアー”頑張ります！ 
第１司書誯 松本弥生 
 
 
選書ツアーで選んだ本は、195冊です。  
その一部をご紹介します。 
詳しくは、展示場所の目録をご覧ください。 
 
1. 鉄道の地理学：鉄道の成り立ちがわかる事典 
2. 夢魔のレシピ：眠れぬ夜のための断片集 
3. 良人の貞操 上・下 
4. 裁判官の人情お言葉集 
5. 「こころの病気」から自分を守る処方せん 
6. 子どもが本好きになる瞬間 
7. こども役者：加藤清史郎のきもち 
8. 最強の自己プロデュース力 
9. ユニクロ思考力 
10. 人生に必要な数学 50 
11. バルザック：脳と知能の小説家 
12. 絶対！内定出る人出ない人 
13. 誮とでも 15分以上会話がとぎれない！ 
14. 死刑でいいです：孤立が生んだ二つの事件 
15. 恋する建築 
 
学生選書リスト 一部 
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講演会 「マナーは愛」 
 
マナーデザイナーの岩下宣子先生（現代礼法研究所代表）をお招きして「マナーは、愛」と題し、
２００９年１２月１１日講演会を開催した。学生をはじめ、教職員にも参加いただき、マナーの本質は
「愛」であり「思いやり」であると。マザーテレサの「愛の反対は憎しみではなく無視すること」という
有名な言葉を引用しながら「挨拶は愛拶に通ず」と熱く語る講師のお話は、聴く者の心に響いた。 
特に、「心は鏡」という言葉や「笑顔は天に開く」 
「人間関係がうまくいけば仕事もうまくいく」と 
いうお話はこれから社会へ出て行く学生には 
良い指針となったのではないか。また、相手 
のためを思ってした行為が、相手に理解され 
なかったとしても、相手や自分に腹をたてる 
のではなく、自分を律する大人になろうとい 
う話は、日々実践するのは難しいと感じるが 
この講演を思い出して対処したいと思ったの 
は私だけではないだろう。 
電話応対は相手の顔が見えない、こちら 
の顔も見えないそれでいて、企業（会社）を代表して応対しているということの難しさ、コミュニケ
ーションをとることの大切さが伝わってくる講演であった。日頃からメモをとる習慣を身につけような
ど、就職を控えた学生には実際に役立つ講演だったと思われる。敬語の使い方を場面ごとで覚え
るのは難しいが、電話応対のその根底にあるものは「愛」「人を思いやる気持ち」だと理解し、「お客
様」と応対していることを頭に入れ、自然に敬語が出て来るようにしたいものである。電話では、顔
は見えなくとも「笑顔で話す」ことが大事だと教えられ、さらに「笑顔は脳を活性化する」とも教えら
れた。 
図書館は学部事務室や学生・厚生課と同様に学生と応対する部署である。笑顔で接遇を心が
け、気持ち良く図書館を利用していただけるよう今回の講演で学んだことを活かしたい。 
                           （第１司書課 木下幸子） 
 
 
 
 
 
 
」 
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学術情報サービスの変革が加速している。原因は、情報の膨張とクラウドコンピューティング時代の
インターネットの力である。IDC の白書によれば、世界の年間情報生産量は 2006年に 161エクサバイト
（世界中の本の 300万倍の情報量）だったものが、2011 年には 1.8 ゼタバイト（世界中の砂浜の砂粒の
数）になるという。検索できない情報源の存在が問題になる。またクラウドには、情報システム再編市
場と、ウェブで学ぶ（OE;オープンエデュケーション）という二種の潮流がある。前回予見した“データ
で学ぶ”時代である。 
米国 MIT が全授業内容（教材）を無料公開すると宣言したのが 2001 年だった。今や、欧米一流大学が
続々これに続き、これを基に自学の講義内容の質を高めようという動きが活発になっている。これらを
ネットで学ぶ者達が、学卒資格と同じ権利を求め始め必要な技能や知識を試験やリポートで認定し、学
位を出すウェブ大学（ウエスタンガバナーズ大学：www.wgu.edu）や、世界初の学費無料を目指すウェブ
教育機関（ユニバーシティオブピーピル：www.uopeople.org）設立にも動いた。独学環境が整うと、経
歴より“何が出来るのか？”という個人の真の価値を社会や企業が重視する。変革への対応の遅れは格
差である。 
大学のコンピューティング環境のクラウド化はもはや不可避である。ある専門家は、3 年先には「未
だサーバーを持っている大学」が後進レッテルを貼られると断じる。クラウド時代では、どの様な情報
システム基盤を保有しているか？とか、コンピュータスキルが云々よりも、情報リテラシーの質が問題
になるのである。したがって、授業でも常に最適化メディアの多様性つまり、OE による自習・復習、e
ラーニングやパワーポイント、実習及び板書と補助教材併用によるミックス型授業（ブレンデッドラー
ニング）の傾向が強くなり、どのシーンでも学術情報サービスの質が教育力に直結する。“教育力格差”
が変革の本質だ。 
国士舘大学附属図書館が、2003 年から学術情報リポジトリ「kiss」という独自のサービスを本格稼働
させることでデジタル学習資源蓄積を積極的に進め、学生が学ぶための様々な支援も行い、かつ個々人
の知的生産性や情報整理法までもサービスプログラムに組み入れた理由が、漸く社会に理解されようと
している。ライブラリ・クラウドを標榜するのは、大学のコアコンピタンスである図書館の矜持だ。教
室が図書館と協働し、学生がより積極的に利用して頂ければ望外の喜びである。 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
（参考）AASL の「学生のための情報リテラシー基準」 
■情報に効率的かつ効果的にアクセスできる。 
■情報を批判的かつ適切に評価できる。 
■情報を正確かつ創造的に利用できる。 
■個人的な興味に関連する情報を追究できる。 
■文献その他の創造的な表現を正しく理解できる。 
■情報検索と知識生産の上達に努める。 
■民主主義社会における情報の重要性を認識できる。 
■情報と情報技術に関して倫理的な行動を取る。 
■情報を追求および生産する団体に効果的に参加する。 
（うえだ・ひでのり＝図書館事務部長） 
 
「学術情報サービス」       植田 英範 
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お知らせ 
■貸出冊数は通常の倍！ 対象は、学部生のみです。 
冬期休業期間中は、貸出期間を延長し、貸出冊数を通常の倍とします。この期間にぜひご利
用ください。なお、対象は本学学部生のみです。 
 
■ 受付期間：平成２１年１２月１０日（木）～１２月２４日（木） 
■ 返却期限：平成２２年１月８日（金） 
■ 貸出冊数：１０冊 
 
■OPAC で本の書影が表示されるようになりました。  
図書館システム（Limedio）のバージョンアップに伴い、本学蔵書検索（OPAC＝オーパック）の
画面が変わりました。OPAC検索結果詳細画面に一部資料の書影（表紙画像）が表示されます。
表紙画像は Amazon.co.jp のホームページへリンクしています。Amazon.co.jpでは、今までの
OPAC よりもさらに詳しい情報や、関連情報、レビューなどを見ることができ、利用の際参考になる
のではないでしょうか。 
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発行：国士舘大学附属図書館 
編集：｢松陰｣編集委員会 
〒154-8515 
東京都世田谷区世田谷 4-28-1    
Tel03-5481-3216 
Fax.03-5481-3214 
開館スケジュール （12～１月） 
■開館日・時間 
１２月２４日(木)～２５日(金)  9:20～16:40 
１２月２６日（土）・２８日（月）、１月４日（月） 10：00～14：50 
１月６日（水）～ 通常開館 
■休館日 
１２月２９日(火)～１月２日(土) 一斉休業のため 
１月５日(火) 新年挨拶行事のため  
※やむを得ない理由から開館時間を変更する場合があります。 
開館に関する最新の情報は、図書館ホームページでご確認ください。 
 
 
 
 
＊ 
「松陰 show-ｉｎ」は、PDF ファイル形式のみで発行しており、図書館オリジナルサイトよりご覧頂けます。 
図書館オリジナルサイト http://libw01.kokushikan.ac.jp/hp/Main.html 
＊ 
今後、送信を希望される方は、以下のアドレスからご登録ください。 
libsyoin@kokushikan.ac.jp 
＊ 
 
 
編集後記 
寒い季節になりました。大学の銀杏の葉もすっかり落ちてし
まい寒そうです。新型インフルエンザが猛威をふるう 2009年
でしたが、2010年はどうでしょうか。きっと明るい年になると信じ
ています。「松陰」の編集も毎回大慌ての作業になり、後悔ば
かりですが来年こそは．．．。図書館のことをきちんと伝えてい
ける「松陰」にしたいと思っておりますので来年もよろしくお願い
致します。（S） 
 
